
南国スタイル 戦略マップ（Ver.3.0）
施設農業

経営改善計画の策定（中嶋税理士と連携）

組織再編（経営改善計画に基づき人員整理）

事務

3Sの徹底
（出荷予測に活用）

財源調整

人事評価制度策定
（向上心の有無）

公平な給与体系
の見直し

教育計画の策定

反収増加と安定化
（R7年に全140t、
22t/反→24t/反）

規模縮小に対応し
た体制作り

露地（水稲以外） 露地（水稲） 教育・育成

経営改善（正常先へ）、CF黒字化による自立経営

教育制度の確立

新事業（ほっと、かざぐるま市）

新事業計画策定

JAとの各事業役割分担の明確化＋
事業管理者の人選、雇用

メニュー作成

事業整理と受入体制構築

済

マニュアル作成
事業管理者教育
（製造、衛生）

食堂・加工場プレ営業
体制確立

とさのさと、かざぐるま市出品開始

メニュー追加サイクル確立（2～3ヶ月に1回）

初年度1000万、3年目2500万の売上達成

済

済

済

人員の定着と
人員レベルの向上

予冷庫レンタル

（※費用対効果資
産後投資検討）

金融交渉（可能であれば運転資金の借入）

既存顧客のニー
ズ掘り起こし

営農計画の策定

作業人員確保
（若返り）

先進地視察、研修
による技術向上

副管理者の育成

日々管理強化
（1名追加）

高知IOPとの連携

財源の確保

バイヤーヒアリング
によるターゲティン
グ（宮川青果）

成分分析① 糖度
（競合品との比較）

南国パプリカのブラ
ンディング（強みの

明確化）

出荷調整による単
価の安定化

販売スキームの構
築（JA物流網活

用）

栽培マニュアル作
成（誰でも管理ので
きる仕組み作り）

新規顧客の開拓
（※JAルートにて）

販売単価引き上げ
（¥300/kg→¥500/kg）

「稼ぐ」柱として確立
（年2,000万以上の利益確保） 収支均衡へ

運用による
生産性向上
（赤字縮小へ）

保険、保証制度契
約

保険、保証制度の
調査（悪天候対応）

圃場整備
（国事業R10以降）

設備投資による
生産性向上

（※補助活用 うちまる）

収支モデルの確立

受入農地の選別

不利地の受入は一
時凍結（有利地の
場合は入れ替え）

収支均衡へ

（経営改善後は受
入再開検討）

現行フローの分析

改善フロー検討

IT等効率化のため
の仕組み構築

事務作業の効率化

経営改善策の継続
的実行

経営状況のリアルタ
イム把握

JA対応

R2年度

R3年度

R4年度

R5年度

凡例

継続

R6年度～

成分分析② 抗酸
化力

（競合品との比較）


